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An Interpretation of the Second Phrase of the 3241st Poem in Manyかshu












































































































05/0904 ....思はぬに横しま嵐の にふふかに覆ひ来ぬればせむすべの たどきを知らに
たへの たすきを掛け まそ鏡手に取り持ちて天つ神仰ぎ乞ひ祷み罰つ神伏してぬかっき
かからずも かかりも 神のまにまにと 立ちあざり 我乞ひ祷めど しましくも 良けくはなしに







ちなみに、第 1節の①の注釈に引用されている橋本雅之氏は、 3241番歌の「難乞祷jを fうれへ乞ひ祷
み」と訓み、同じ用法の「うれふJの例として次の三つをあげている[7 ]。
(1) 風交じり 雨降る夜の雨交り 雪降る夜は.... 伏せ寵の 曲げ麗の内に産土に麓解き敷









































次に示す 2 剖を除きほかはすべて動詞に付いて i~するのが難しい(ので) Jを意味する補助動詞「かっj
の馬法 (iかてによ「かたきょ fかたしJなど)か、あるいは「難しいjを意味する形容認「かたし」の
活用形として用いられている。例外は次の二首である。
07/1192 白たへに にほふ真土の I JIに 我が馬なづむ(吾馬難) 家恋ふらしも










12/3113 ありありて 後も逢はむと 堅く雷ひっつ(竪婆管) 逢ふとはなしに

























[7 ]橋本雅之、『万葉集j巻十三・三二回…番欲f天地乎難乞祷Jの司IJ釈について、泉学館論議、 20宅金l号、 pp.15-23、1987
年
